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次号予告「2021 年日本の光学研究」

巻頭言
「継往開来」に寄せて  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥島野　健

2021 年日本の光学研究

森田遼平 /榎本雄太郎 /川口晴生 /井上伊知郎 /戸田
圭一郎 /チャン・チーウー /米田　成 /福井太一郎 /

市村垂生 /高田健太 /中窪奎喬 /高澤駿太郎 /野郷孝
介 /今田　裕 /金安達夫 /黒坂剛孝 /向井　佑 /アイズ
ティリ アブリケム /ジャイルズ アリソン/林　高弘 /西
�　崇 /砂田　哲 /寺澤英孝 /万　相 /別府翔平 /小林
英治 /鈴木雅洋 /小林勇輝 /田辺　稔 /根本文也，他

光学ハイライト

気になる論文コーナー

今後の特集予定
51巻 7号「天文学を支える光学技術」
51巻 8号「精密光学素子による X線イメージング」
51巻 9号「科学捜査に活用される光技術」
51巻 10号「物質最表面を探査する分光技術」
51巻 11号「ポイント・オブ・ケア検査のための光学技術」
 

//編集後記 //

　光学顕微法は，生体内の微細な構造を可視化する手法
として，100年以上にわたって生物学・医学に不可欠な
研究ツールであり続けています．振動分光法は，試料に
よる赤外光吸収やラマン散乱を検出することで，試料を
構成する分子の振動スペクトルを計測する手法として長
い歴史をもち，広く使われています．近年，この 2つの
手法を融合させた振動分光イメージングの分野が世界的
に大きく進展し，さまざまな展開をみせています．
　本特集号では振動分光イメージングの分野全体を俯瞰
する総合報告と，技術的進展や医学・生物学応用に関す
る解説記事をご執筆いただきました．結果として，この
分野の進展を一望できる特集号とすることができたよう
に思います．また，著者の皆様をはじめとする日本の研
究者がこの分野を牽引し，存在感を示している様子も改
めて実感することができました．本特集号を通じて，より
多くの方にこの分野に興味をもっていただき，技術・応
用の両面からさらに発展していくことを祈念しています．
　最後に，大変お忙しい中，本特集号の記事をご執筆い
ただいた著者の皆様，企画に多くのご助言をいただいた
編集委員の皆様，原稿を取りまとめていただいた編集局
に深く感謝申し上げます． （小関，須藤）

原著論文を募集しています
　「光学」では，日本語の原著論文を募集しています．会員・非会員を問わず，自由に投稿できます．皆様の意
欲的なご投稿をお待ちしております．
　また，上記に加え，特集テーマに関連のある原著論文も募集しています．この場合，採択となった論文はその
特集号に合わせて掲載できるよう，査読作業をより迅速化いたします．特集テーマ関連の投稿締切は，当該特集
号発行月の 4か月前の 10日です．特集号を明記のうえご投稿ください．
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